
ラブケミカAL 
アルカリ領域でのみ膨潤する摩擦低減材 

◇施工例 

①鋼矢板やH形鋼等の側面に塗布することでモルタル、セメントミルク等との固着を
防止し、引抜きを容易にする摩擦低減用途 

②仮設支持杭の摩擦低減対策や載荷試験用途 

◇特長 

①アルカリ環境下でのみ膨潤 

 淡水、海水環境下では膨潤しない。 

②専用塗布ラインが不要 

 液体塗料であり、工場・現場のストックヤード等で塗布可能 

②様々な塗布方法 

 刷毛、ローラーおよびエアレススプレーで塗布が可能 

③取り扱いが容易な塗膜 

 乾燥が早く、硬い塗膜を形成 

◇用途 

24時間浸漬後の膨潤状態 

芯材の建込 
［鋼矢板、H形鋼等] 

コンクリート・ソイ
ルセメント等を充填 

必要に応じ鋼矢板、 
H形鋼等芯材を引抜く 

ラブケミカAL 
［アルカリ領域用］ 

ラブケミカ 
［一般用］ 

予め芯材に塗布 予め芯材に塗布 

安定液中で膨潤せず 
［1週間持続］ 

安定液中で膨潤開始 

膨潤層が損傷 
アルカリ領域で 

膨潤開始 

摩擦低減効果を 
最大限発揮 

摩擦低減効果が 
低下 

安定液中で地盤掘削 

地中連続壁工法［H形鋼等の芯材建込・コンクリート充填・ソイルセメント充填・固化
剤充填］において、H形鋼等の芯材の撤去引抜き時の摩擦低減用途に適しています。 
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◇膨潤特性 

◇引抜き特性 

フラットバーと引抜き試験体 引抜き力測定試験機 

図3 浸漬水温と膨潤率 図4 浸漬水pHと膨潤率 

図5 模擬仮設杭の引抜き試験 図6 ラブケミカAL塗布量と引抜き力 
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◇膨潤状態 

図1 淡水中24時間後 図2 アルカリ水中（pH14)24時間後 


